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融融融
資資資
ししし
ままま
すすす

〜
平
成
２９
年
度
北
海
道
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
資
金
の
ご
案
内
〜

北
海
道
で
は
、
平
成
１０
年
４
月
に

施
行
し
た
「
北
海
道
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
条
例
」
に
基
づ
き
、
障
が
い
の

あ
る
人
も
な
い
人
も
、
お
年
寄
り
も

子
ど
も
も
、
誰
も
が
住
み
よ
い
地
域

社
会
づ
く
り
を
道
民
全
体
で
進
め
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
条
例
の

趣
旨
に
沿
っ
て
民
間
の
建
築
物
等
の

整
備
を
行
う
事
業
者
の
方
に
低
利
の

融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
北
海
道
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

と
は
】

こ
の
条
例
は
、
多
く
の
人
が
利
用

す
る
デ
パ
ー
ト
、
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
、

公
園
等
の
公
共
的
施
設
に
つ
い
て
、

障
が
い
の
あ
る
人
や
お
年
寄
り
な
ど

が
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
一
定
の
基
準
に
適
合
す
る
よ

う
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
各
種

サ
ー
ビ
ス
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

充
実
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
取
り
組
み
も

含
め
て
総
合
的
に
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

☆
「
北
海
道
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
資

金
」
の
あ
ら
ま
し

１

目
的

障
が
い
の
あ
る
人
や
お
年
寄
り
、

妊
産
婦
の
方
々
を
は
じ
め
道
民
の
だ

れ
も
が
安
心
し
て
快
適
に
生
活
で
き

る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
民
間
の
建
築
物
等
の
出
入
口
、

ト
イ
レ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
に
つ

い
て
一
定
の
基
準
を
守
っ
て
整
備
を

す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
を
低
利
で

融
資
す
る
も
の
で
す
。

２

融
資
対
象
者

○
道
内
に
お
い
て
、公
共
的
施
設（
３

融
資
対
象
施
設
を
参
照
）
の
整

備
を
行
う
民
間
事
業
者
の
方

○
取
扱
金
融
機
関
（
９

取
扱
金
融

機
関
を
参
照
）
の
貸
付
審
査
基
準

に
適
合
し
た
方

※

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構

が
行
う
福
祉
貸
付
、
医
療
貸
付
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
は
、

貸
付
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

３

融
資
対
象
施
設

○
対
象
施
設

物
品
販
売
店
、
飲
食
店
、
宿
泊
施

設
、
理
美
容
院
、
集
会
場
、
共
同
住

宅
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
含
む
。）

等
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
基
準

上
記
の
対
象
施
設
の
新
築
や
増
改

築
等
を
行
う
に
当
た
り
、
北
海
道
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
整
備
基
準

に
適
合
す
る
よ
う
出
入
口
の
段
差
解

消
や
自
動
ド
ア
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

車
い
す
使
用
者
用
ト
イ
レ
等
の
整
備

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

４

融
資
金
額

１
億
円
以
内
（
１０
万
円
単
位
）

・
新
築
又
は
増
改
築
等
（
工
事
費
の

７０
％
以
内
）

・
一
部
改
修
等
（
条
例
の
基
準
に
基

づ
く
整
備
に
要
す
る
工
事
費
）

そ
の
他
の
融
資
利
率
、融
資
期
間
、

担
保
・
保
証
人
、
返
済
期
間
、
返
済

方
法
、
取
扱
金
融
機
関
に
関
し
て
の

お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
保
健
福
祉
部
福
祉
局

地
域
福
祉
課
福
祉
基
盤
グ
ル
ー
プ

〒
０
６
０
―
０
５
８
８

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
６
丁
目

電

話

０１１
（
２３１
）
４
１
１
１

（
内
線
２５
―
６１９
）

Ｆ
Ａ
Ｘ

０１１
（
２３２
）
４
０
７
０

U
R
L

http
:/
/
w
w
w
.pref.hokkaido.lg.

jp/hf/feg/chihuku/sikin.htm

※

こ
の
融
資
を
受
け
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
貸
付
申
込
み
（
④
）
を

す
る
前
に
、
そ
の
建
物
等
が
「
北

海
道
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

の
基
準
を
守
っ
て
建
築
さ
れ
る
か

ど
う
か
の
適
合
審
査
（
①
）
を
受

け
、
か
つ
適
合
（
②
）
し
て
い
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

発行人
一般社団法人
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「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
北
身
協
の
運
営
に
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。

西
十
勝
身
障
分
会

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
の
開
催

十
勝
地
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

の
西
十
勝
身
障
分
会
ブ
ロ
ッ
ク
研
修

会
が
９
月
２７
日
、
新
得
町
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
な
ご
み
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

西
十
勝
の
研
修
は
、
昨
年
の
台
風

で
中
止
と
な
っ
て
お
り
、
持
越
し
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

新
得
町
坂
田
保
健
福
祉
課
長
の
開

会
の
言
葉
か
ら
は
じ
ま
り
、
続
い
て

新
得
町
分
会
湯
浅
会
長
の
主
催
者
挨

拶
、
来
賓
の
十
身
協
齋
藤
会
長
、
新

得
町
浜
田
町
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
研
修
会
へ
と
移
り
ま
し
た
。

研
修
は
木
下
管
理
栄
養
士
に
よ
る

「
元
気
で
長
生
き
で
き
る
食
事
に
つ

ぜ

い

い
て
」と
、
是
井
手
話
推
進
員
の「
聞

こ
え
な
い
人
の
言
葉
�
手
話
�
と
は
」

の
二
本
立
て
の
講
演
で
し
た
。

参
加
者
は
食
事
の
大
切
さ
や
、
聞

こ
え
な
い
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
方
法
等
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
情
報
交
換
と
し
て
、
各

分
会
の
現
状
報
告
・
分
会
活
動
な
ど

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
全
体
交
流
会
で
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

閉
会
に
あ
た
り
、
次
回
開
催
町
の

新
宅
分
会
長
よ
り
、
来
年
は
芽
室
町

で
研
修
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
と
、
お

も
て
な
し
の
心
あ
ふ
れ
る
閉
会
挨
拶

で
盛
会
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し

た
。
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平
成
２９
年
１２
月
９
日
、
今
年
度
最

後
の
６
時
間
の
講
義
を
終
え
て
昨
年

か
ら
の
全
８４
時
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
す
べ
て
を
修
了
し
ま
し
た
。

受
講
時
間
の
規
定
に
達
し
て
受
講

証
書
を
収
め
た
方
は
８
名
で
し
た

が
、
こ
の
後
、
２
月
１８
日
の
要
約
筆

記
者
全
国
統
一
認
定
試
験
に
全
員
が

挑
戦
し
ま
す
。

今
年
度
の
受
験
予
定
者
は
現
在
１９

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

韓韓韓
国国国
光光光
州州州
広広広
域域域
市市市
ののの

行行行
政政政
職職職
５５５
名名名
ががが
来来来
訪訪訪

１２
月
２０
日
仙
台
市
と
姉
妹
都
市
で

あ
る
光
州
広
域
市
の
障
が
い
者
福
祉

関
係
と
議
会
事
務
局
関
係
の
行
政
職

５
名
が
北
海
道
庁
で
の
表
敬
訪
問
の

後
で
当
協
会
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

仙
台
市
か
ら
仙
台
市
障
害
者
福
祉

協
会
を
経
由
し
て
の
依
頼
で
し
た

が
、
到
着
後
、
当
協
会
の
事
務
所
が

あ
る
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
す

べ
て
の
フ
ロ
ア
ー
を
見
学
し
て
、
北

海
道
で
の
日
程
を
終
え
翌
日
帰
国
さ

れ
ま
し
た
。
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平
成
２８
年
１２
月
よ
り
北
海
道
で
は

要
約
筆
記
者
の
公
的
派
遣
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
当
協
会
で
受
託
し
て

い
ま
す
。

利
用
登
録
等
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

〒
０
６
０
―
０
０
０
２

札
幌
市
中
央
区
北
２
条
西
７
丁
目

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
４
階

北
海
道
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

（
一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
）

電

話

０１１
（
２５１
）
９
３
０
２

Ｆ
Ａ
Ｘ

０１１
（
２５１
）
０
８
５
８

北
身
協
の
年
度
末
ま
で
の
予
定

１
月

・
組
織
検
討
委
員
会

２
月

・
社
会
参
加
推
進
協
議
会
総
会

・
生
活
訓
練
事
業
の
外
部
団
体
へ
の

予
算
内
示

・
障
が
い
者
１
１
０
番
、
平
成
３０
年

度
弁
護
士
依
頼

３
月

・
平
成
３０
年
度
予
算
理
事
会

平
成
３０
年
度
北
身
協
の
主
な
予
定

６
月

・
北
身
協
定
時
総
会

６
月
１０
日

・
日
身
連
全
国
大
会（
ぐ
ん
ま
大
会
）

６
月
１３
日
〜
１４
日（
群
馬
県
高
崎
市
）

・
日
身
連
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

団
体
長
等
会
議

６
月
２８
日
〜
２９
日

（
仙
台
市
障
害
者
福
祉
協
会
）

７
月

・
北
身
協
事
務
担
当
者
会
議

７
月
５
日

９
月

・
全
道
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

（
８
日＝

交
流
会
・
９
日＝

午
前
中
）

札
幌
市
南
区
定
山
渓
温
泉
で
の
開

催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

一 般 社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

（北のチャレンジドショップ）http：／／www．hokusinkyo．or．jp／cgi�bin／shopping／main．cgi?（北身協で検索）

株
式
会
社

札
幌
義
肢
製
作
所

代
表
取
締
役

関

喬

札
幌
市
中
央
区
南
三
条
西
六
丁
目

電
話
代
表
（
〇
一
一
）
二
四
一
―
〇
九
八
六
番

道
北
義
肢
製
作
所

所

長

舛
田
裕
司

旭

川

市

五

条

通

十

二

丁

目

電

話（
〇
一
六
六
）二
四
―
五
二
三
一
番

有
限
会
社

野
坂
義
肢
製
作
所

札
幌
市
中
央
区
南
三
条
東
四
丁
目

電

話（
〇
一
一
）二
二
一
―
一
四
〇
六
番

有
限
会
社

河
笠
義
肢
製
作
所

小
樽
市
長
橋
四
丁
目
七
番
二
十
九
号

（
〇
一
三
四
）二
二
―
三
〇
四
二
番

電

話（
〇
一
三
四
）三
二
―
七
〇
〇
二
番

株
式
会
社

馬
場
義
肢
製
作
所

函
館
市
豊
川
町
一
五
の
一
七

�（
〇
一
三
八
）二
二
―
二
六
一
五
番

札
幌
市
北
区
太
平
七
条
二
丁
目

�（
〇
一
一
）七
七
四
―
三
〇
二
二
番

室
蘭
市
母
恋
北
町
一
の
三
の
六

�（
〇
一
四
三
）二
二
―
五
五
二
九
番

釧
路
市
富
士
見
一
の
五
の
九

�（
〇
一
五
四
）四
一
―
三
五
四
六
番

株
式
会
社

田
村
義
肢
製
作
所

札
幌
市
中
央
区
北
四
条
東
五
丁
目

電
話（
〇
一
一
）㈹
二
〇
〇
―
二
七
七
七
番

帯
広
支
店

帯
広
市
大
通
南
十
五
丁
目
二
十
番
地

電
話（
〇
一
五
五
）二
七
―
二
四
八
九
番

有
限
会
社

美
唄
義
肢
製
作
所

代
表
取
締
役

松
田
清
勝

美
唄
市
東
七
条
北
四
丁
目
七
番
九
号

電
話（
〇
一
二
六
）六
二
―
〇
九
三
一
番

有
限
会
社

千
葉
義
肢
製
作
所

釧

路

市

若

草

町

七

番

二

号

電

話（
〇
一
五
四
）二
二
―
〇
三
八
一
番

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
五
四
）二
五
―
九
五
八
八
番

有
限

会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
四
丁
目
二
二
一
―
一
九
六

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
―
一
五
五
〇
番

会
員
募
集
中
�

北
身
協
で
は
札
幌
と
旭
川
を
除
く
全
市
町
村
で

身
体
障
害
者
活
動
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
会
員
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
市
町
村
役
場
障
が
い
担
当
窓
口
ま
で
�

受講者と講師陣の皆さん２年間の労をねぎらう市川講師

（平成３０年１月２５日）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（第７６６号）（１）



平
成
３０
年
度
障
害
保
健

福
祉
部
予
算
案
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
障
害
保
健
福
祉
部

よ
り
、
平
成
３０
年
度
障
害
保
健
福

祉
部
予
算
案
の
概
要
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

予
算
額

２９
年
度
予
算
額

１
兆
７
�
４
８
６
億
円

３０
年
度
予
算
案

１
兆
８
�
６
４
８
億
円

（
対
前
年
増
減

１
�１
６
２
億
円
増
）

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
関
係
費

（
自
立
支
援
給
付
費
＋
障
害
児
措
置

費
・
給
付
費
＋
地
域
生
活
支
援
事
業

費
等
補
助
金
）

２９
年
度
予
算
額

１
兆
２
�
６
５
６
億
円

３０
年
度
予
算
案

１
兆
３
�
８
１
０
億
円

（
対
前
年
増
減

１
�１
５
４
億
円
増
）

【
主
な
事
項
】

・
良
質
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
障

害
児
支
援
の
確
保

１
兆
３
�
３
１
７
億
円

（
１
�
１
４
９
億
円
増
）

・
地
域
生
活
支
援
事
業
等
の
拡
充

（
一
部
新
規
）

４
９
３
億
円
（
５
億
円
増
）

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の

整
備７２

億
円
（
１
億
円
増
）

・
医
療
的
ケ
ア
児
に
対
す
る
支
援

（
一
部
新
規
）

１
・
８
億
円（
１
・
６
億
円
増
）

・
芸
術
文
化
活
動
の
支
援
の
推
進

２
・
８
億
円（
０
・
３
億
円
増
）

・
障
害
者
自
立
支
援
機
器
の
開
発
の

促
進
（
一
部
新
規
）

１
・
５
億
円（
０
・
１
億
円
減
）

・
精
神
障
害
に
も
対
応
し
た
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

５
・
６
億
円（
３
・
３
億
円
増
）

・
発
達
障
害
児
・
発
達
障
害
者
の
支

援
施
策
の
推
進
（
一
部
新
規
）

４
・
１
億
円（
２
億
円
増
）

・
そ
の
他
（
東
日
本
大
震
災
復
興
特

別
会
計
）
計
上
項
目
も
含
む

３７
・
７
億
円（
２
・
５
億
円
増
）

注

平
成
３０
年
度
厚
生
労
働
省
障
害

保
健
福
祉
部
予
算
案
の
概
要
に
つ

い
て
は
北
身
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ｒ
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
特
別
会
員
の
ご
案
内

Ｊ
Ｒ
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
で
は
、
身

体
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
特
別
会

員
制
度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

▼
会
員
特
典

Ｊ
Ｒ
の
窓
口
で
障
害
者
手
帳
を
提

示
し
て
購
入
し
た
乗
車
券
が
片
道
・

往
復
・
連
続
乗
車
の
い
ず
れ
か
で

２
０
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
時

は
、
特
急
券
等
を
２
割
〜
３
割
引
き

で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
一
部
、
ご
利
用
に
な
れ
な
い
列
車

が
あ
り
ま
す
の
で
、
窓
口
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
）

▼
入
会
資
格

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

男
性
６０
歳
・
女
性
５５
歳
以
上
の
方

▼
年
会
費

一
人

１
�
３
５
０
円
（
税
込
）

（
入
会
金
は
い
り
ま
せ
ん
）

▼
割
引
除
外
期
間

・
４
月
２７
日
〜
５
月
６
日

・
８
月
１１
日
〜
８
月
２０
日

・
１２
月
２８
日
〜
１
月
６
日

▼
割
引
率

新
規
会
員

【
初
回
〜
３
回
目→

２
割
引
】

【
４
回
目
〜
２０
回
目→

３
割
引
】

更
新
会
員

【
初
回
か
ら
３
割
引
】

▼
ジ
パ
ン
グ
手
帳
の
到
着
は
、
お
申

込
か
ら
２
〜
３
週
間
程
度
の
時
間
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

尚
、
更
新
手
続
き
は
１
ヶ
月
前
か

ら
可
能
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と

新
規
会
員
扱
い
に
な
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
更
新
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

申
込
・
お
問
合
せ
先

各
地
区
の
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

及
び
左
記
へ

〒
０
６
０
―
０
０
０
２

札
幌
市
中
央
区
北
２
条
西
７
丁
目

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
４
階

一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

電

話

０１１
（
２５１
）
１
５
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ

０１１
（
２５１
）
０
８
５
８

障
が
い
者
一
一
〇
番

障
が
い
者
及
び
家
族
な
ど
か
ら
の

悩
み
（
法
的
手
続
き
、
人
権
等
に
関

す
る
相
談
）
に
対
し
、
弁
護
士
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

相
談
の
対
象

道
内
全
域
（
札
幌
市
を
除
く
）
の

障
が
い
者
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
札
幌
市
内
の
方
は
、

【
札
幌
あ
ん
し
ん
相
談
（
電
話
（
６３３
）

１
３
１
３
）】
の
窓
口
の
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

受
付
時
間

平
日
（
月
〜
金
）
９
時
か
ら
１７
時

ま
で
（
電
話
ま
た
は
面
接
）

時
間
外
、
土
・
日
・
祝
日
・
年
末

年
始
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
留
守
番
電

話
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

定
例
相
談
（
弁
護
士
相
談
）

月
１
回
（
原
則
と
し
て
第
４
週
の

火
曜
日
）、
定
例
相
談
と
し
て
弁
護

士
に
よ
る
専
門
相
談
・
助
言
を
行
い

ま
す
。

弁
護
士
相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
事
前
予
約
が
必
要
で
、
そ
の
際
、

相
談
概
要
の
ほ
か
、
住
所
、
氏
名
、

連
絡
先
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
相
談
の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。）

主
な
相
談

・
法
律
に
関
す
る
相
談

例
え
ば
、
身
体
・
生
命
に
関
す
る

相
談
、
財
産
に
対
す
る
侵
害
、
相
続

関
係
、
金
融
消
費
・
契
約
関
係
、
雇

用
・
勤
務
条
件
関
係
等

・
人
権
擁
護
に
関
す
る
相
談

例
え
ば
、
職
場
・
施
設
・
隣
人
・

知
人
・
家
族
・
親
族
と
の
人
権
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

・
そ
の
他
必
要
な
相
談

受
付
・
お
問
合
せ
は

障
が
い
者
１
１
０
番
直
通
番
号

電

話

０１１
（
２５２
）
１
２
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ

０１１
（
２５２
）
１
２
３
５

弁護士による
相談会

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助

員
派
遣
事
業
の
利
用
に

つ
い
て

み
な
さ
ま
の
ご
家
族
や
ご
近
所

に
、視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
で
、耳

の
聞
こ
え
が
悪
く
な
っ
て
き
て
い
る

方
、あ
る
い
は
聴
覚
に
障
が
い
の
あ

る
方
で
、目
が
見
え
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

当
協
会
で
は
、
在
宅
の
視
覚
と
聴

覚
に
重
複
し
て
障
が
い
が
あ
る
方

（
盲
ろ
う
者
）に
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
移
動
の
支
援
を
行
う
「
通
訳
・
介

助
員
派
遣
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
身
近
に「
盲
ろ
う
者
」の
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
こ
の
事
業
が

通
院
や
買
い
物
な
ど
に
利
用
で
き
る

こ
と
を
お
伝
え
い
た
だ
き
、
当
協
会

に
も
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�
利
用
料
金
は
無
料
で
す
�

な
お
、
事
前
に
利
用
登
録
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
登
録
手
続
き
等

は
、
下
記
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

〒
０
６
０
―
０
０
０
２

札
幌
市
中
央
区
北
２
条
西
７
丁
目

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
４
階

北
海
道
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

（
一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
）

電

話

０１１
（
２５１
）
９
３
０
２

Ｆ
Ａ
Ｘ

０１１
（
２５１
）
０
８
５
８

尚
、
札
幌
市
内
に
お
住
ま
い
の
方

は
札
幌
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
へ
、

お
問
い
合
わ
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。
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編
集
部
か
ら
の
お
願
い

一
、
投
稿
は
、
新
聞
発
行
月
の
前
月

２５
日
ま
で
の
受
付
と
い
た
し
ま
す
。

二
、
作
品
に
は
、
短
歌
、
俳
句
、
川

柳
の
区
分
を
明
確
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

三
、
一
般
読
者
が
読
み
に
く
い
漢
字

に
は
、
必
ず
ル
ビ
を
付
け
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

四
、
ご
投
稿
の
際
に
は
、
お
名
前
、

ご
住
所
の
他
に
、
電
話
番
号
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
の
ご
記
入
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
宛
先
】

〒
０
６
０
―
０
０
０
２

札
幌
市
中
央
区
北
２
条
西
７
丁
目

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
４
階

一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

Ｆ
Ａ
Ｘ

０１１
（
２５１
）
０
８
５
８

人
事
発
令

採

用

平
成
３０
年
１
月
１
日
付
け

書
記
（
嘱
託
職
員
）

伊
勢
谷

小
枝
子

特
定
非
営
利
活
動
法
人

にっしんれん収益事業 http：／／www．hokusinkyo．or．jp／cgi�bin／cgi�bin＿1／shopping／main．cgi?（北身協で検索）

NPO
法 人

砂
川
市
東
五

条

南

四

丁

目

二

－

十

二

砂

川

市

自

立

支

援

セ

ン

タ

ー

内

電

話
（
〇
一
二
五
）
五
二
―
二
八
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
二
五
）
七
四
―
六
九
三
六

だ
れ
も
が
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

ご
利
用
者
様
と
伴
に
歩
め
る
介
護
ヘ
ル
パ
ー
募
集
中
！

��

�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
��

札
幌
市
東
区
北
二
十
条
東
一
丁
目
五
―
一
大
西
ビ
ル
一
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
一
一
）七
四
八
―
六
二
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
一
）七
四
八
―
六
二
二
一

障
害
者
支
援
施
設

社会福祉
法 人

北
海
道
宏
栄
社

〒
０４７�

００１１

小
樽
市
天
神
２
丁
目
８
番
２
号

電

話

〇
一
三
四－

二
五－

一
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
三
四－

二
九－

三
二
八
四

◆障害者支援施設
◆障害福祉サービス事業所
◆特別養護老人ホーム
◆障害児通所支援事業
◆救護施設 他

施設利用、見学等をご希望の方は
お気軽にご連絡下さい

�０７９�１１３５
赤平市錦町２丁目６番地
TEL０１２５�３２�３２２１

会
員
募
集
中
�

北
身
協
で
は
札
幌
と
旭
川
を
除
く
全
市
町
村
で

身
体
障
害
者
活
動
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
会
員
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
市
町
村
役
場
障
が
い
担
当
窓
口
ま
で
�

無
料

会員手帳
更新手帳
（左・色は緑）と
新規会員
（右・色は赤）

（２）（第７６６号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（平成３０年１月２５日）


